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本稿では、全信用金庫(265 金庫)の集計値に

もとづき、2016 年９月末までの信用金庫の個人

向け貸出金動向を概観する １。 

 

１．個人向け貸出金の動向 

全国の信用金庫の 16 年９月末の貸出金残高

は 68.1 兆円であり、うち個人向け貸出は 19.6

兆円、28.7％を占めている(図表１)。このうち

住宅ローンが 16.4 兆円と個人向け貸出の約

84％を占めている(図表１)。このほかカードロ

ーン等で 0.6 兆円、その他で 2.6兆円の残高が

ある。なお、その他には、定義上、カードロー

ン形態ではない消費性資金や割賦返済ではな

い住宅向け資金などが含まれている。 

個人向け貸出全体の伸び率は、16年９月末で

前年同月比 2.7％と、２％台後半の伸びを維持

している。内訳をみると、構成比の高い住宅ロ

ーンは伸び率も高く、個人向け貸出の増加に大

きく寄与している。大幅な減少が続いていた住

宅ローン以外についても、10年代に入って急回

復し、カードローン等は 13 年度に、その他も

15年度にプラスに転じている(図表２、３)。 
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 本稿では、全信用金庫の集計値にもとづき、2016 年９月末までの個人向け貸出動向を概観する。 

 全国の信用金庫の 16年９月末の貸出金残高は 68.1兆円であり、うち個人向け貸出は 19.6兆円、

28.7％を占めている。伸び率は、16年９月末で前年同月比 2.7％と、２％台後半の伸びを維持し

ている。構成比の高い住宅ローンは伸び率も高く、個人向け貸出の増加に大きく寄与している。 

 住宅ローンについて、新規実行額と返済額に分解して推移をみると、新規実行額は 16 年度には

2.1 兆円程度にまで増加すると見込まれる。返済額も高い水準で推移しているが、低金利の長期

化を背景とした新規実行額が上回り、住宅ローン残高の積み上げをもたらしている。 

 消費性ローンの増減率は、信用金庫、国内銀行とも 10 年度頃から急回復している。10 年には貸

金業者に対する｢総量規制｣が導入されており、同規制の対象外である信用金庫や銀行の消費性ロ

ーンの増加には、こうした制度要因による貸金業者からのシフトも影響していると考えられる。 

※ 本稿の計数は、11月 15日時点のものであるため、今後修正される可能性がある。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表１）信用金庫の個人向け貸出の概要 

 

 

 

 

 

 

 

（図表２）個人向け貸出の寄与度分解 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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残高 構成比 増減額 増減率 寄与率

個人向け貸出計 196,082 100.0 5,319 2.7 100.0

住宅ローン 164,399 83.8 4,568 2.8 85.8

カードローン等 5,937 3.0 165 2.8 3.1

その他 25,745 13.1 584 2.3 10.9

(備考) １．日本銀行｢業種別貸出金調査表｣にもとづき信金中央金庫

　　地域・中小企業研究所作成

２．個人向けは、原則として個人に対する非事業性の資金

３．住宅ローンは、個人に対する設備資金のうち割賦返済

　　(２か月以上にわたり、かつ３回以上に分割返済)するもの

４．その他は、個人向けから住宅ローン、カードローン等を除いたもの

2016年９月末 前年同月比



 

本レポートは、情報提供のみを目的とした上記時点における当研究所の意見です。施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でな

さるようにお願いします。また、当研究所が信頼できると考える情報源から得た各種データ等に基づいて、この資料は作成されており

ますが、その情報の正確性および完全性について当研究所が保証するものではありません。 

 

 

２．住宅ローンの新規実行の動向 

足元で 06 年度以来の高い残高伸び率を示し

ている住宅ローンについて、新規実行額と返済

額 ２に分解して推移をみる(図表４)。年度中の

新規実行額は、09年度には 1.5兆円程度であっ

たが、量的・質的金融緩和が導入された 13 年

度以降は増勢を強め、マイナス金利導入後の 16

年度には、2.1 兆円程度(上期中実績の２倍と仮

定)にまで増加すると見込まれる。 

返済額も既存ローンの他行・庫への借換えな

どもあって高い水準で推移しているが、低金利

の長期化を背景とした新規実行額が上回り、住

宅ローン残高の積み上げをもたらしている。 

３．他業態の消費性ローンの動向 

消費性ローン（個人向け運転資金)３の増減率

は、信用金庫、国内銀行とも 10 年度頃から急

回復している(図表５)。 

一方で、貸金業者による消費者向け貸出残高

は、貸金業法改正(06 年 12 月)前のピークであ

る 05年度末の３割以下にまで減少している(図

表６)。さらに、10年には貸金業者に対する｢総

量規制｣４が導入されており、同規制の対象外で

ある信用金庫や銀行の消費性ローンの増加に

は、こうした制度要因による貸金業者からのシ

フトも影響していると考えられる。 

以 上 

                         
１ 信用金庫の企業向け貸出金の動向については、ニュース＆トピ
ックス No.28-52(2016年 11月７日)を参照 

２ 返済額は、前期末残高＋期中実行額－当期末残高 により算出

し、償却等は考慮していない。 

３ ここでは、国内銀行との比較のため、個人向けの運転資金を消
費性ローンとした。 

４ 貸金業者からの借入残高が年収の３分の１を超える場合は新
たな借入れができなくなるなど、過剰貸付を抑制する規制 

（図表３）個人向け貸出の内訳の増減率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

（図表６）貸金業者による消費性ローンの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考）金融庁資料より信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

（図表４）住宅ローンの新規実行・返済額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考）１．信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

２．2016 年度は、上期中実績の２倍と仮定 

（図表５）消費性ローンの増減率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（備考）日本銀行資料より信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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